
　

メ
ー
カ
ー
主
催
の
も
の
も
含
め
、
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
数
多
い
。
そ
ん
な

な
か
で
も
こ
の
「
ス
ズ
キ
北
川
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
in
竜
洋
」
の
充
実
度
の
高

さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
今
回
、
実
際
に
参

加
す
る
機
会
を
得
て
体
験
し
、
明
確
に
そ

う
思
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

数
々
の
ス
ズ
キ
の
名
車
を
生
み
出
し
た

竜
洋
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

世
界
耐
久
選
手
権
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
実
績

を
持
つ
北
川
圭
一
氏
を
は
じ
め
と
し
た
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
陣
の
指
導
を
受
け
ら
れ

る
。
ス
ズ
キ
フ
ァ
ン
、
レ
ー
ス
フ
ァ
ン
の

心
を
強
く
揺
さ
ぶ
る
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て

は
い
る
が
、
ミ
ー
ハ
ー
な
欲
求
を
満
た
す

だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
無
論
な
い
。

　

北
川
氏
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
冒
頭
で
ス

ク
ー
ル
の
趣
旨
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。

「
公
道
で
は
で
き
な
い
練
習
を
と
お
し
て

バ
イ
ク
を
全
身
で
動
か
す
こ
と
を
学
び
、

操
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

身
に
つ
け
た
技
術
を
日
ご
ろ
の
安
全
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」。

　

広
大
な
コ
ー
ス
内
の
各
所
に
ス
ペ
ー
ス

面
で
の
余
裕
を
持
っ
て
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
た
各
種
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
担
当
す
る
グ

ル
ー
プ
の
各
人
に
目
を
配
っ
て
く
れ
る
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
練
習
を
こ
な
し
て
い
く
う
ち
に
、

自
然
と
「
積
極
的
に
バ
イ
ク
に
働
き
か
け

る
」
こ
と
の
重
要
性
が
わ
か
っ
て
く
る
。

ス
ク
ー
ル
の
終
わ
り
に
「
さ
ら
に
上
達
し

た
い
」
と
い
う
思
い
を
抱
い
た
参
加
者
は

き
っ
と
多
い
は
ず
だ
。

　

革
ツ
ナ
ギ
着
用
で
２
５
０
㏄
以
上
の
ス

ズ
キ
製
マ
ニ
ュ
ア
ル
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
参
加
条
件
で
は
あ
る
も
の
の
、

レ
ン
タ
ル
の
革
ツ
ナ
ギ
・
車
両
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。
ス
ズ
キ
乗
り
で
な
く
て
も
、

興
味
を
持
っ
た
の
な
ら
次
回
９
月
13
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
ス
ク
ー
ル
に
参
加

す
る
こ
と
を
強
く
お
薦
め
す
る
。
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スズキ北川ライディングスクール in 竜洋
EVENT REPORT広大な練習場所と綿密な指導で大満足

●今回は40名近くが参加。こ
のスクールに参加するために
前日入りしたという人もいた。
参加車両はGSX-R系とハヤブサ
が大半を占め、整列した際の
様子は壮観であった

●練習の合間には休憩が差し挟まれ、そのたび
に無料でスポーツドリンクが配られる。これの
おかげでノドの渇きや熱中症になる心配が解消
され練習に集中できる。ありがたい心遣いだ

●スクールのカリキュラム終了後には、ウエアなどを賞品と
したじゃんけん大会が開催される。また、参加者全員に記念
シールとタオルが配られるなど、おみやげ要素もばっちり

●北川圭一氏以外の
インストラクター陣も
8耐経験者やテストラ
イダー、ジムカーナ選
手など、実力派の方々。
練習前のデモ走行だ
けでなく、先導もスム
ーズかつ安全に行なっ
てくれた

開催日●6月28日（日）　場所●スズキ二輪技術センター内竜洋テストコース（静岡県磐田市）

●11回目の参加という今枝親美さ
んの愛車はGSX-R1000。以前は愛車
のパワーに振りまわされがちで乗る
のを敬遠していたが、スクールで自
己流ではないきちんとした乗り方を
学び、乗るのが楽しくなったという

問い合わせ先●スズキ北川ライディングスクール事務局　電話：☎090-3928-6816　メール：info@k1-kitagawa.com
申し込み●北川圭一オフィシャルサイトにて　http://www.k1-kitagawa.com/

●田村耕二さんはGSF1200で参加。
練習風景を見学して興味がわき、
参加し始めたとのこと。クローズド
コースならではの練習で成長でき、
ツーリングの際も余裕で仲間につい
ていけるようになったという

●中田昭典さんと志保さんはご夫婦での
参加。昭典さんはハヤブサ、志保さんはグ
ラディウス400が愛車。2人とも大のスズ
キファンで、この実践的なスクールを通し
て、スズキというメーカーへの信頼がさら
に高まったという

参加者インタビュー 参加者インタビュー 参加者インタビュー

●スラローム走行。狭路を
スムーズに走っていくため
には車体に積極的に入力す
る必要があり、なかなかハ
ードな練習。しかし、バイ
クとの一体感を育めるので
熱中するライダーも多い

●フル加速からのフルブレーキ
を行ない、制動距離を把握する
練習。ABS装着車はABSを作動さ
せるくらい強くブレーキをかける。
加減速時にかかるGに対応する体
勢作りも同時に学ぶ

●直線パイロンスラローム
をアクセルワークやリヤブレ
ーキを組み合わせつつ通過
する練習。場所が広いので
パイロンが30本近く置かれ
ており、1巡ごとにたっぷり
と回数をこなすことができた

練習メニューもフルコース

●ひときわ目立つ外観
を持つこちらの車両は
「アウトリガー」装着
車。車体を倒し込んで
も転倒しないようにな
っており、フルバンク
したときの感覚を体験
するための練習用とし
て使用する

●8の字の練習。加減速はも
ちろん、どのタイミングでど
こに視線を送るかも重要な
ので、インストラクターが逐
次ポイントを指示。大回りに
なってしまっても路外には
飛び出さないので安心

●竜洋のテストコースを使っての高速走行
練習で擬似サーキット体験ができる。スズ
キ車のふるさとともいえるコースの長大な
バックストレートをアクセル全開で駆け抜
ける際は、とても感慨深かった
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